






























































重要性がある。第 1 に、閉山直後の 1970 年 3 月に在籍していた 1～3 年生と、その後同年 4 月に入学し


















 本稿で分析対象とする資料は、作文ファイル 9 種類と手紙ファイル 1 種類の合計 10 種類からなる。それ
ぞれ封筒にわけて整理されていた。これらをスキャンし、便宜的に「作文ファイル」1～9 と「手紙ファイル」と
名称を付した。 
 作文ファイル 1～3 は、尺別炭砿閉山決定直後の 1970 年 3 月に、その月に卒業を迎える 3 年生（尺中
23期生）によって書かれたものである。作文ファイル 1は 3年A組の 36名、作文ファイル 2は 3年 C組の
34名、作文ファイル 3は 3年 B組の 33名の作文が収められている。 
 作文ファイル 4 と 6は、1970年 3月に当時の 2年生（2年A組・2年 C組に在籍の生徒、尺中 24期生）
によって書かれたものである。作文ファイル 4は 2年A組の 35名、作文ファイル 6は 2年 C組の 34名の
作文からなっている。 
 作文ファイル 5は、学年・氏名の記載はほとんどない（一部 3年生との記載がある）が、内容から 1970年 4
月以降にまとめられたものと推測される。12名分の作文が収められている。 
 作文ファイル 7は、1970年 3月に当時の 1年生（1年 B組の生徒、尺中 25期生）によって書かれたもの
である。15名の作文からなっている。 







ていることが確認できたのは 25名である。手紙は、もっとも多いもので 1人で 5通したためられている。 
 なお、これらの作文・手紙とも、残念ながら全編が保管されていたわけではない。これらの作文・手紙を執









































    ついていっても炭砿だったらまたこんなことにもなりえない。またこんなことになったら弟や母がかわ
いそうだ。だからもう炭砿にはいきたくない。（No.2） 
 






























































































    大人は職をうばわれ子供は友とわかれる。（No.2） 
 
















    もうそろそろ閉山になったのでこの尺別からでていく人がめだってくることだろう。そうなれば学校の
人教が少なくなりまた学級でもおちつかず、毎日が不安なゆうつな






























    はたして閉山とゆうことで炭鉱の人だけがなやみくるしんでいるのでしょうか。それはぎもんですが、
炭鉱の近くにいる人々や炭鉱で商店をしている人々はもっとこまるだろう。きゅうにきまった閉山は労
働者をくるしめていることでしょう。こをゆう















































































                                            
 


























    今年は呼びかけの内容も例年と少し違うようだが、それも最後の卒業式ゆえにだろうか。（No.1） 
 







    炭鉱閉山の中でむかえる卒業式の暗い中にも、何か新しい希望があると僕は思う。（No.1） 
 
    さいわい今年卒業の私たちにとって、新しい生活との締めくくりの最大なチャンスということで、あるて
いど喜んでいます。（No.2） 
 















    実にちっぽけ 実にいなか 山に囲まれ 私達の楽しむ場所もないへんぴな所、尺別は頭の中をふ
るぼけさせ、いなか者にしてしまった。緑があるとか のびのびしているとか 人は言うけど 私はデパ
ートがあったり 音楽会に行けることのほうが 魅力がある。／しかし ここともおさらば、やはり閉山に
なってしまった。（中略）友達と別れることはやはりつらい、せっかくなれてきたのに…」（No.1） 
 






























う」（No.1）、「豊かで、明るく、うきうきしていた炭砿も、いよいよ 1970年 2月 28日で、暗く寂しい炭砿になっ
てしまった」（No.1）といったように、すでに寂しさを感じる様子も指摘されている。 
 








































































                                            
 




























































































    皆が心配しているうえから、学校へ来てまでも閉山の話しをされたのでは腹がたつほどでした。
（No.4） 
 





















































に減少する 1970年 3月 6をもって尺中から音別の中学校に転向し、音別で新年度を迎えることになった。 
 





    私は、一年の思い出の文集のへん集委員になって、作文、詩などを、ひと通りよんでみると、どれもこ
れもみんな、「閉山になったらいやだ」という意見ばかりです。／それは、学級新聞を、見ても、なく、私
のなやみのらんをみると、それは、みんな「閉山になったら友達ができるか」、「閉山になったらみんな
                                            
 
5 冒頭にある「ぎせん」とは「岐線」のことで、尺別駅で根室本線と尺別炭砿鉄道とが分岐する地域一体を指す地名で
ある（2016年 4月 24日に行った松実寛氏への電話でのヒアリングより）。また、「原野」も同様に地名である。 
6 1969年度には約 350人いた生徒は、1970年 4月に 230人、同年 5月に 64人、7月には 24人へ減少し、閉校を








































 1970年 4月以降に書かれたと推測される作文からは、注 6で指摘したように、230人から 4か月で 24人





























6 閉校 2週間前の 3年生の作文 
 
 作文の最後として、1970年 7月に 3年生（閉山決定直後の 2年生）が書いたものを紹介する。2学期から
音別の中学校に移ることが決まったが、期待よりは不安が大きいようである。 
 



































 そして尺中は、24 期生にあたる 3 年生、25 期生にあたる 2 年生、26 期生にあたる 1 年生を音別中学校






ば、尺中を離れた生徒たちの転出先を 1970年 7月時点で判明していた 269名についてみると、北海道内
が 115 名（42.8%）、神奈川が 48 名（17.8%）、千葉が 32 名（11.9%）、愛知が 16 名（5.9%）、埼玉が 14 名
（5.2%）、静岡が 13 名（4.8%）、東京が 7 名（2.6%）、三重が 5 名（1.9%）、栃木・岐阜・広島が 4 名ずつ
（1.5%）、茨城が 3 名（1.1%）、宮城が 2 名（0.7%）、滋賀・山口が 1 名ずつ（0.4%）となっている（尺別炭砿





























































































































となり、尺別を離れないのに友だちとの別離を経験させられていた。また、1970 年 4 月以降も残った子ども
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